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私たちが考える甲賀市の問題点

交通の便が悪い

２０１５年、２０２０年、２０２２年に甲賀市が成人式で行ったアンケー
トによると、「十年後に甲賀市に住んでいたいですか」と質問したところ
「いいえ」と答えた人の割合は年順に43.8％、53.7％、39.1％であった。

また「いいえ」と答えた人の理由で「交通が不便だ」と答えた人の割合は
12.1％、13.7％、14.2％であった。

この問題を解決すれば甲賀市に住み続けたいと思う
若者が増えるのでは！

公共交通機関は多くの人が利用するため解決すれば
幅広い世代の人が幸せになれるかも！



「親も子どもも幸せな甲賀市」を実現するために

バスを活用して…通勤・通学をしやすくする
地元の人も楽しめる観光を活性化する



バスを使うメリット・デメリット

・メリット：貴生川駅まで行かなくていい→親の負担が軽減される

直通だと乗り換えなしで楽

電車より安い（貴生川⇔石山 510円 信楽駅⇔京阪石山 300円）

・デメリット：本数が少ない

遅延しやすい

バス停に駐輪場などがなく、歩いていく必要がある



バスの本数を増やすためには？

・朝や夕方の通勤・通学時に多くの人に使っても
らえるようにする

・定期的なイベントを開催する

・バスで行くことができる観光スポットの発信



通勤・通学でバスを使ってもらえるよ
うにするためには？

バス停別の利用者数を調べて人数が多いバス停にだけ止まる大津・草津への
直通バスを作る。（今は朝の通勤・通学時間も１時間に１本程度しかない）

なるべく早く・多くの本数にする。

バスは電車に比べて運賃が安い。
本数が増えて、便利になれば交通手段としてバスを選択す

る人が増えると考えれる。



定期的なイベントの内容

甲賀市の中で信楽に焦点を当てて信楽で行うイベントを考え
てみる

例えば陶芸の森や信楽運動公園にある屋根付多目的広場でマ
ルシェを月に１回程度行う。

信楽にあるカフェやご飯屋さんに集まってもらう。信楽焼の
お皿やコーヒーカップで飲食物を提供してもらえば、お客さ
んが実際に信楽焼を使いそれの良さを実感してもらうことが
できる→信楽焼の魅力も発信できる



マルシェは地元の人も来やすい
気に入ったお店を見つけたら実際に店舗まで
行こうと思う人もいる可能性がある

https://www.instagram.com/p/CTE8sqeF
MsO/?igshid=YmMyMTA2M2Y=

https://kamigamo-
tedukuriichi.com/smarts/index/90/

https://www.instagram.com/p/CTE8sqeFMsO/?igshid=YmMyMTA2M2Y=
https://kamigamo-tedukuriichi.com/smarts/index/90/
https://kamigamo-tedukuriichi.com/smarts/index/90/


観光スポット発信活動の内容

地域の高校生や大学生に協力してもらい、何人かでバスで
行くことができる観光地やカフェに実際に行ってもらい写
真を撮ってもらう。その写真を彼らのインスタグラムに投
稿してもらって、若者に信楽の魅力を知ってもらう。



高校生や大学生に協力してもらう理由

→自治体の公式SNSで発信するよりも同世代の人からの情報の方が取り入
れやすい

若者の視点からみた新しい甲賀市の魅力が見つかるかもしれない

どうしてインスタグラムを使って発信するのか

→多くの若者がインスタグラムを利用している

インスタグラムを使ってカフェなどを探す人が多い

他の人のおしゃれな投稿を見ることで自分の行ってみようと思う人が増
える

＃を多くつけることで検索に出やすくなる





発信活動の他地域の事例
京都丹波観光資源発掘事業

https://www.consortium.or.jp/pdf-
torikumi_furitsu_sangyo 京都府ホームページ

(pref.kyoto.jp)

https://www.consortium.or.jp/pdf-torikumi_furitsu_sangyo
https://www.pref.kyoto.jp/
https://www.pref.kyoto.jp/


バスを活用して住みやすく、観光も活性化された
甲賀市にしていきましょう！！


